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糖鎖のバイオロジー
－ノックアウトマウスからグライコミクス戦略まで－
山下　匡

特許

2007G10G2（PCTG8P2007G001073）
悪性新生物治療剤に利用可能な抗原性ポリペプチド
発明者：西村孝司

2008G3G18（特願2008-069242）
免疫バランス制御剤
発明者：西村孝司、松原浩一

2008G3G31（特願2008-093292）
ＨＬＡクラスⅡ分子に提示されるサーバイビン（Survivin）
の部分ペプチドとその利用法
発明者：西村孝司
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